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この講演のタイ トルは、一見ナイーブに、あるいは又挑発的に響 くか も知れません。一体何故、
そんな問が可能なのか。日本文学が同時に世界文学である事は、まった く解 り切 った事実ではな
いだろうか。いや、ちょっとお待ちください。事はそ う簡単ではないようです。ある日本の文芸
雑誌の、今年の2月 特集号"世 界の吉本ばなな"を 例にしてみましょう。ここには日本が含まれ
ていません。世界 とは、日本の外 を意味しているようです。 日本の出版社の多 くのシリーズにお
いて もそれは同じで、"世 界文学体系""世 界の文学""世 界文学全集""現 代の世界文学""新 し
い世界の文学"等 のシリーズにおいて も、基本的に日本文学は除外されています。"世 界文学"
と言う表現は、多くの場合"世 界における文学"と 同じ意味で使用 されています。そのような場
合、自動的に日本文学は除かれるようです。何故なら、"世界"と は常に"他"を 意味 している
からで しょう。
どうも"世 界文学"と の表現は、それとはいささか意味を異 にしていると思われますが、しか
しその問題と取 り組む前に、それでは一体"日 本文学"と は何かとの問に答えてみたいと思いま
す。ここで も又皆様は、そんなのは解 り切った事だと思われるかも知れませんが、私にはどうも
あまりはっきりしないのです。 もし私達が、"日本文学"と は日本語による文学だと定義 した場
合には、漢文や漢詩、アイヌの叙事詩や琉球の民謡等 も日本語 として数えなければな りません。
そこで、"日本文学"と は日本人による文学であるとします。すると日本語で書 き発表 している
韓国人や、例えばイアン ・英雄 ・レビ等を無視する事になります。自らの作品で度々日本を扱 っ
ているカズオ ・イシグロの文学は、はたして日本のあるいは英国の文学なので しょうか。加えて、
外国語で発表 した日本人の作家はどうなのか。すでに森鴎外によるドイツ語のテキス トが存在 し、
又あまり知 られていませんが、北尾二郎と言 う明治時代の物理学 と数学専門の東京帝大教授がお
り、彼は22巻、5500ペ ージに及ぶ約1000の イラス ト付の超大作 をドイツ語で残 しています。現在
から例を取 りますが、芥川賞作家である多和田葉子の ドイッ語で書かれた作品は、はたして ドイ
ッ文学なのか日本文学なのか?ご 覧の様に、"日 本文学"と 言 う表現の定義は、初めに思った程
簡単で も明白でもないようです。それを言語、作家の国籍、又は作品のテーマだけに合わせると




来ます。また逆に、ヘルマン ・ヘ ッセやリチ ャード・ブローテ ィガンを、ずいぶん日本的だと思
われる方々もいらっしゃることでしょう。
もし日本文学をさえ明確 に定義できないとすれば、"世 界文学"と は一体何なのか?つ い最近、
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社会言語学者の田中克彦氏が、自らの著作"言 葉のエコロジー"の 中で指摘 していたように、こ
の"世 界文学"と 言 う用語は日本の辞典等ではほとんど見つけることができず、私自身 も同 じ経
験をしてきました。 しか しこの"世 界文学"と いう用語の起源は、一般的によく知 られているよ
うです。それはゲーテによって造 り出され、1827年 、彼がアレキサ ンダー ・フォン・フンボル ト
のパナマ運河の計画の虜になっていた時期であると記録されています。80才 にならんとしていた
ゲーテは、スエズ運河やライン川とドナウ川の連結(こ れは今から何年か前についに実現されま






知 り合 う必要性 を説 き、おもしろい事にゲーテは、その際好んで商業や金融の表現を用いていま
す。彼は"精 神的な自由貿易"を 要求 し、そこにおいては当然、翻訳が特に重要な意味を持つの
です。現実的であったゲーテは、お互いに知 り合い、生き生きとした相関関係 を通 して影響を与







か しそれぞれの国は、その受容を規定するところの自らの条件を持 っている事 と思われます。例
えばドイッでは、1930年 代 と40年代に日本文学の翻訳活動の最初のピークを迎えましたが、その
後70年代からその数が急上昇 し、詩歌、青少年文学、哲学や学問的な書籍 を抜 きにした近代の 日
本文学の ドイッ語への翻訳は、現在約1000点 に上っています。何回も訳 された作品もあり、それ
らも加えた数は約1500点 に上り、散文作品に限って言えば、その半数は80年代以降に訳された物
です。ここで1977年 のユネスコの統計を基盤にしますが、旧東 ドイツ、オース トリア、スイスの
出版社を抜きにして、旧西 ドイツの外国語からの翻訳数は約6600で 、旧ソ連の7000に 次いで2位




なく一方通行的であり、例えば1992年 、 ドイツの出版社は2750の 翻訳権を与えましたが、10500






の中位を占め、ポーランド語 とポル トガル語にはさまれた12位 に位置してお り、純文学に限定 し
た場合、ポーランド語の次、チェコ語の前とな り、全体では9位 に当た ります。しかしこれ等の




評が以前 とは比較にならない程増え、メデ ィアや催 し物などで紹介されるようになったと認める
事が出来ます。もちろんそこで重要なのは、それがいかになされているかで、時間の関係 もあり、
ここで詳 しく御説明する事は出来 ませんが、少なくとも私自身が行ってきた観察だけでもお話 し
たいと思います。日本文学は80年代に入ってから、より幅広 く紹介されるようになっただけでな
く、それに対する批評 もずっと質の高いきめ細かなものになって来ています。日本文学とは、特
に注意深 く思いや りをもって扱 うべ き、まったく異なった未知な物であるとの、結局は対象をあ














私は以前、 ドイッの中学と高校の教科書 にどのくらい日本のテキス トが利用 されているか調べて
みましたが、時間の関係で、ここでも結果だけをお知 らせ したいと思います。60年 代以降、 ドイ
ッの教科書には20か ら25の 日本の文学が載さられてお り、これ等の教科書が、基本的にはレイア
ウトや写真等の変更以外変わっていない事からも、この数字は現在使われている教科書の80パ ー
セント以上からのものと見て良いかと思います。特 に好まれているのは俳句や詩などですが、三
枝和子の終戦を扱った作品"そ の日の夏"の 抜粋 も中学校の教科書に載せ られています。 日本文
学が占める割合は、アメリカ、イギリス、フランス、ロシア文学等と比べ少ないとは言え、教科
書内の確実なレパー トリーとなってお り、その意味で、 日本文学の、世界文学の当然の構成要素
としての認められ方の証明で もあります。
しか し、自らの社会で 日本文学を仲介しようと努力 している者にとって、非常に憂慮すべ き問
題があ ります。その一つは、既に述べたところの英米語のヘゲモニーですが、もちろん私たちは、
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その背景にある理由を想像することが出来ます し、それを嘆いたり、何 とか しようと試みるのは




為、エージェントが主に英語圏の出版社 に売 り込もうと努力するのはまだ理解出来ます。 しか し
私が聞いた限りでは、潜在読者層の数が最も大きいにもかかわらず、英語に訳された 日本文学の





のです。つい最近、有名な日本の作家の、1993年 に日本で出版 された小説の ドイツ語への翻訳の
際それがあ りました。又他の高名な作家は、 ドイツの出版社が自ら選択 し提示 した彼の短編集 を
拒否 したのです。彼は、やがて彼のアメリカのエージェン トが英語圏の為に他の作品を組み合わ
せ ドイッ側 に提供 してくるまで、長い間作品の権利を渡す事を拒否 し続けました。しかしその選




























ままの商業化 と戦 う事を意味 します。もし私たちが文学から、自らの性格を持たない味を薄めら
れたワール ド・フィクションなどでなく、個性的な多彩さを求めるのなら、いわゆる国際的なス
タンダードへの安易な順応の危険性を認識しなければなりません。日本文学は、公式の美化され
たものだけでな く、自らの個性をあ らゆる側面にわたって提供する時初めて、世界文学 として存
在する事が可能となるでしょう。そしてそこでは、 日本文学の受容が各言語において、それぞれ
まったく異なっている事 を覚悟すべ きだと思います。
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